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３ 市民の和光市に対する意識 

 ●「和光市は住みやすい」と感じる市民は増加傾向 

   本市の住みやすさについて、第五次和光市総合振興計画策定時（令和元（2019）

年度調査）では、「住みやすい」、「どちらかといえば住みやすい」と回答した市民

は 82.6％でしたが、令和６（2024）年度調査では、84.9％となりました。住みや

すいと感じる市民が年々増加しており、高い水準となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●「和光市に住み続けたい」と考える市民は約９割 

   本市に今後も住み続けるかどうかの意向について、令和元（2019）年度調査で

は、「ずっと住み続けたい」、「当分の間、住み続けるつもり」と回答した市民が

89.3％でしたが、令和５（2024）年度調査では、85.7％となりました。 

その主な理由として「交通の便がよい」、「買い物の便がよい」、「住宅の都合」

などが挙げられています。 
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 ●今後、求められる施策は「子育て環境」や「道路」 
   本市が進める各分野における 33 の主な取組について、満足度及び重要度の評

価を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

満足度が中央値より低く、重要度が中央値より高い取組には、「子育て環境」、

「道路」、「財政運営」、「障害福祉」が挙げられており、今後、満足度を上げてい

くための取組を進めていくことが必要です。 

また、満足度が中央値より高く、重要度も中央値より高い取組には、「上・下水

道」、「居住環境」など基盤整備の取組や、「出産・育児」、「学校教育」、「公共交通」

など一人一人の生活を支えるための取組、「防災体制」、「防犯対策」、「保健・医療

体制」など日々の安全安心に関わる取組が挙げられており、これらの分野につい

ても引き続き重点的に取り組んでいくことが期待されています。 
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【グラフの見方】 

◆満足度：「満足」２点、「まあ満足」１点、「どちらともいえない」０点、「やや不満」－１

点、「不満」－２点とした場合の平均点。「わからない」及び無回答は母数から除

く。全員が「満足」と回答すれば、満足度スコアは２点となる。また、満足して

いる人より不満の人が多ければマイナスの値になる。 

◆重要度：「重要」２点、「まあ重要」１点、「どちらともいえない」０点、「それほど重要で

はない」－１点、「重要ではない」－２点とした場合の平均点。「わからない」及

び無回答は母数から除く。 
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